
公益社団法人岩手県看護協会保健師職能委員会主催 

令和８年度保健師研修会 開催要項 

◆開催趣旨◆ 
本県は、高齢化が急速に進んでおり、超少子高齢化、人口減少による社会構造の変化、保健医療福祉の

担い手不足、DX の活用など公衆衛生看護を取り巻く環境は変化し加速している。東日本大震災津波から

15 年、その後も自然災害が発生し、COVID‐19 パンデミック後も長期間・広域的な感染対策など多様化

する地域課題に保健師は奔走している。現場の保健師は、「成果の見えにくさ」や「仕事の価値や自信、

働きがいの低下」等により、今、保健師のあり方が、問われている。 
今年度の保健師研修会では、富山県立大学等で保健師教育を歴任され、地域保健の人材育成について幅

広い研究に取組まれている佐伯和子氏をお招きし、公衆衛生看護の価値観や保健師活動の原点を再確認

し、公衆衛生看護の専門職として変化の時代に求められる能力を学ぶこと、他機関の保健師活動実践報告

により、今後の効果的な保健活動の展開に活かすことを目的とする。 

                                    

１．日  時  令和 8 年 7 月 11 日（土）13：00～15：30（12：30～ 受付） ハイブリッド開催 

２．会  場  岩手県看護研修センター 3 階 研修ホール     

３．対  象  県内在住の保健師／看護協会会員・非会員、学生 

４．内  容  テーマ「変革の時代に求められる保健活動」 

〇第 1 部 13：10～14：40 
講演「保健師の原点とこれから－専門職としての価値を見つめ直す－」（仮） 

講師  北海道大学名誉教授／富山県立大学名誉教授 
PHN－PER オフィス 佐伯 和子氏 
 

       〇第 2 部 14：50～15：20 
保健師活動実践報告 奥州市「プレコンセプションケアの取組みについて」（案） 

TOPPAN エッジ株式会社とプレコンセプションケア事業協力に関する協定を締結し、ゲーム感覚で学べる 
「プレコンクエスト」という事業を開始。IoT デバイス「わたしの温度®」の活用も始め先進的な取組み。 

          奥州市健康こども部健康増進課  保健師長 髙橋 真美子 氏  
                          課長補佐兼地域医療係長 及川 香 氏 

５．参 加 費  看護協会 会員 無料 ／ 非会員 1,000 円 ／ 学生 無料 

６．参加申込    研修管理システム「マナブル」からお申込みください。    
参加方法により研修名が異なりますので、お間違えのないよう 
お申し込みください。 

７．申込期限  令和 8 年 6 月 30 日（火） 
                                                 研修管理システム 

「マナブル」 


